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１．平成28年３月期第２四半期の連結業績　（平成27年 ４月 １日 ～ 平成 27年 ９月 30日）

（１）連結経営成績（累計）

（注） 包括利益 百万円 （ ％ ） 百万円 （ ％ ）

円

（２）連結財政状態

（参考） 自己資本 百万円 百万円

２．配当の状況

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成28年３月期の連結業績予想　（平成27年４月1日～平成28年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料３ページ　｢２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用｣

　　　をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示｣

　　　をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 株 株

② 期末自己株式数 株 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 株 株

※　四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、

四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続きが実施中であります。

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決

算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　28年３月期２Ｑ 11,516,168 　27年３月期  11,601,972

　28年３月期２Ｑ 75,752,958 　27年３月期  75,752,958

　28年３月期２Ｑ 64,193,314 　27年３月期２Ｑ 64,031,963
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行の各種政策推進の効果によって、企業収益の

改善や、個人消費の持ち直しがみられるなど、緩やかな回復基調にありますが、中国・新興国をはじめとした海外

景気の下振れなど、景気を下押しするリスクもあり、先行き不透明な状況が続いています。国内エネルギー業界に

おいては、原油価格・国内の石油製品価格は下落しているものの、定着した節約志向の影響は大きく、家庭向け需

要は減少しています。 

 このような環境の中、当社及びグループ企業は、中期経営計画「第三の創業2016」の２年目となる当期におい

て、「機動的な販売店支援と事業領域の拡大」、「総合エネルギーサービス事業の推進体制の拡充」、「海外事業

展開の拡大」を掲げ、それぞれの成長領域への経営資源の配分を進めました。 

 『エネルギー卸・小売周辺事業（ＢｔｏＣ事業））』においては、卸・小売統合により、販売店支援の強化と直

売顧客の拡大を進めるとともに、同業他社との物流提携による効率化を推進しました。

 『エネルギーソリューション事業（ＢｔｏＢ事業）』においては、官公庁や学校施設への電力供給を継続推進す

るとともに、新たに中部地区、関西地区への高圧電力販売に取り組むなど、電力販売事業の拡大に注力しました。

また、太陽光発電所の分譲販売は、前期に引き続き順調に推移しています。

 『非エネルギー及び海外事業』においては、自転車事業のシナネンサイクル株式会社は、自転車小売販売店「ダ

イシャリン」が、神奈川県横浜市に新店舗を出店するなど、新たな市場開拓に注力しました。 

 リサイクル事業の品川開発株式会社は、前期、東京都江東区に購入した産業廃棄物処理施設の稼動に向け、設備

の増強と廃棄物収集の強化に取り組みました。 

 抗菌事業の株式会社シナネンゼオミックは、米国環境保護庁（ＥＰＡ）から新たに３製品の認可を取得し、海外

展開の強化に取り組みました。 

 その他の事業においては、ブラジルで固形燃料製造の実証工場が完工し、安定製造の検証を開始しました。 

 当第２四半期連結累計期間の業績については、営業基盤の強化や物流の合理化等の各施策の効果に加え、ＬＰガ

スボンベの軒下在庫数量に係る見積り算定方法の変更により、利益面で前年同期を大幅に上回って推移しました。

 以上の結果、売上高は923億円（前年同期比24.3％減）、営業利益は14億円（前年同期は営業損失3.3億円）、経

常利益は16億円（前年同期は経常損失４千万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は7.5億円（前年同期は親

会社株主に帰属する四半期純損失3.6億円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期末の総資産は、借入金の返済に伴う現金及び預金の減少、季節変動に伴う売上債権の減少等によ

り、前期末（27年３月期）と比較して166億円減少し、726億円となりました。

 また、純資産は、投資有価証券の時価変動によるその他有価証券評価差額金及び配当金の支払による利益剰余金

の減少により、前期末と比較して5.6億円減少し、465億円となりました。

 以上により、自己資本比率は前期末と比較して11.3ポイント増加し、64.0％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年５月11日に公表した業績予想数値に変更はありません。なお、事業環境の大きな変化等により、当初の

業績予想に見直しが必要と判断した場合は、速やかに開示いたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しています。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更しています。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及

び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っています。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しています。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

会計上の見積りの変更

（たな卸資産の数量に係る見積り算定方法の変更） 

連結子会社は供給先に設置されたＬＰガスの在庫数量の算定につきまして、従来、供給先毎に在庫数量を計測

することが困難であったことから、ボンベの設置容量に対して均一の係数を設定して見積り算定する方法を適用

していましたが、第１四半期連結会計期間より、供給先毎に在庫数量を見積り算定する方法に変更しています。 

これは、ＬＰガス販売管理システムが第４世代へと大幅刷新されたことに伴い、供給先毎の在庫数量を計測し

て見積り算定することが可能となったことから、組織再編を機に導入実施しています。 

この変更により、当第２四半期連結累計期間は従来の方法と比較し、売上原価が724百万円減少し、売上総利

益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ724百万円増加しています。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 22,102 12,159 

受取手形及び売掛金 24,317 13,917 

商品及び製品 5,135 6,863 

仕掛品 50 192 

原材料及び貯蔵品 58 71 

その他 2,685 2,872 

貸倒引当金 △52 △49 

流動資産合計 54,298 36,027 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,475 6,218 

土地 10,968 10,968 

建設仮勘定 853 1,795 

その他（純額） 4,450 5,055 

有形固定資産合計 22,747 24,036 

無形固定資産    

のれん 352 246 

その他 1,695 1,624 

無形固定資産合計 2,047 1,870 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,050 6,578 

長期前払費用 924 1,490 

その他 2,839 3,219 

貸倒引当金 △585 △525 

投資その他の資産合計 10,228 10,763 

固定資産合計 35,023 36,670 

資産合計 89,322 72,698 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 18,433 8,423 

短期借入金 8,284 1,820 

未払法人税等 647 830 

賞与引当金 980 927 

災害損失引当金 51 51 

その他 4,870 5,021 

流動負債合計 33,267 17,074 

固定負債    

長期借入金 2,182 2,108 

役員退職慰労引当金 96 58 

退職給付に係る負債 3,113 2,958 

資産除去債務 548 556 

持分法適用に伴う負債 － 72 

その他 3,037 3,357 

固定負債合計 8,978 9,112 

負債合計 42,246 26,186 

純資産の部    

株主資本    

資本金 15,630 15,630 

資本剰余金 11,638 11,631 

利益剰余金 24,437 24,232 

自己株式 △6,107 △6,059 

株主資本合計 45,599 45,434 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,796 1,474 

繰延ヘッジ損益 0 0 

為替換算調整勘定 80 △25 

退職給付に係る調整累計額 △411 △383 

その他の包括利益累計額合計 1,466 1,066 

非支配株主持分 10 11 

純資産合計 47,075 46,512 

負債純資産合計 89,322 72,698 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 122,063 92,372 

売上原価 110,016 78,878 

売上総利益 12,047 13,493 

販売費及び一般管理費 12,385 12,020 

営業利益又は営業損失（△） △338 1,473 

営業外収益    

受取利息 7 48 

受取配当金 72 67 

軽油引取税交付金 62 72 

保険返戻金 12 5 

その他 280 190 

営業外収益合計 435 384 

営業外費用    

支払利息 22 33 

持分法による投資損失 60 96 

その他 55 50 

営業外費用合計 138 180 

経常利益又は経常損失（△） △41 1,677 

特別利益    

固定資産売却益 6 6 

投資有価証券売却益 － 48 

その他 1 － 

特別利益合計 7 55 

特別損失    

固定資産売却損 0 0 

固定資産除却損 46 75 

減損損失 27 47 

のれん償却額 － 17 

組織再編費用 － 194 

投資有価証券評価損 0 － 

特別損失合計 75 335 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△108 1,396 

法人税等 260 638 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △369 757 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△369 756 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 1 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 284 △321 

繰延ヘッジ損益 △0 0 

為替換算調整勘定 20 △105 

退職給付に係る調整額 24 27 

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △0 

その他の包括利益合計 331 △399 

四半期包括利益 △37 357 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △37 356 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 1 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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